
作成日 2023 年 8 月 20 日 

 

安全データシート 

 

1.化学物質等及び会社情報 

化学物質等の名称: (製品名)  ＧＰ‐３９６混和用アルカリ液 

会社情報  

会社名:           株式会社ミクロカプセル 

住所:             大阪府大阪市城東区中央2丁目13番27号 

電話番号:           06-6930-0396 

緊急連絡先:         上記に同じ 

作成日：           2023年8月20日 

2.危険有害性の要約 

GHS分類 

物理化学的危険性:      分類対象外:               区分外 

健康に対する有害性      急性毒性(経口〉:            区分4 

                             皮膚厨食性及び皮膚刺激性:        区分1B 

眼に対する重篤な損傷性叉は眼刺激性:    区分1 

環境に対する有害性      水生環境有害性(急性), (慢性):         区分外 

ラベル表示                   絵表示又はシンボル:          腐食

性                                  

 

注意喚起語:         危険 

危険有害性情報:       飲み込むと有害 

               重篤な皮膚の粟傷及び眼の損傷 

注意書き:【安全対策】    保護手袋I保護衣I保護眼鏡l保護面を着用する。 

               粉塵,ミストを吸入しない。 

               この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしない。 

取扱い後はよく手を洗う。 

【救急処置】    眼に入った場合:清浄な水で数分間注意深く洗う。次に,コンタ

クトを着用していて容易に外せる場合は外す。その後も洗浄を

続ける。眼の刺激が続く場合は、医師の診断、手当てを受け



る。 

皮膚に付着した場合:  直ちに、流水又はシャワーで洗う。 

衣類にかかった場合：直ちにすべての汚染された衣類を脱ぎ取り除く。汚

染された衣類を再使用する場合には洗濯する。 

飲み込んだ場合：     口をすすぐ。無理に吐かせない。 

気分が悪い時は,医師の診断l手当てを受ける。 

吸入した場合:    空気の新鮮な場所に移動し,呼吸しやすい姿勢で休

息させる。 

 

【保管】            容器を密閉して換気の良い場所で保管する。 

施錠して保管する。 

【廃棄】           内容物,容器を都道府県知事の許可を受けた廃棄物処理業者に業

務委託する。 

 

3.組成及び成分情報 

化学名又は一般名:      ケイ酸塩 

化学式又は構造式:       K2O・ｎSiO2 

成分及び含有量:        20% 

国連番号:              3266 

CAS №：          1312-76-1 

官庁公示整理番号: （化審法）、（安衛法）：（１）-459 

 

4.応急措置   

眼に入った場合:    清浄な水で数分間注意深く洗う、次に,コンタクトを着用していて容易 

          に外せる場合は外す。その後も洗浄を続ける.眼の刺激が続く場合は.

医師診断、手当てを受ける。 

皮膚に付着した拐合: 直ちに、流水又はシャワーで洗う。 

衣類にかかった持合: 直ちにすべての汚染された衣類を脱ぎ、取り除ぐ汚染された衣類を 

再使用する場合には洗濯する。 

飲み込んだ場合:   口をすすぐ無理に吐かせない。気分が悪い時は,医師の診断l手当て 

を受ける。 

吸入した場合:    空気の新鮮な場所に移動し,呼吸しやすい姿勢で休息させる。 

予想される急性症状  眼の痛み、発赤,視力低下のおそれあり。 

及び遅発性症状:   皮膚の痛み.かさつきのおそれあり。 

経口摂取:      腹痛、灼熱感,ショック又は虚脱。 

吸入:         灼熱感、咳、息切れ、咽頭痛。 



 

5.火災時の措置 

消火剤:                 この物質は不燃性である.周辺火災に適応した消火剤を使用する。 

特有の消火方法:         危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

消火を行う者の保護:     消火作業の際、保轟眼鏡、保霞衣を着用する。 

 

6.漏出時の措置 

人体に対する注意事項:    大量に掃出した場合、直ちに,全ての方向に適切な距離を漏 

洩区域として隔離し、関係者以外の立入りを禁止する。 

保護具及び緊急時措置作業者は保護眼鏡、保護衣を着用し、

眼に入ることを避ける。 

漏洩物に触れたり、滑りやすいのでその中を歩いたりしない。 

 

環境に対する注意事項:     河川等に排出され環境へ影響を起こさないように注意する。 

回収、中和                 アルカリ性である。海水と反応すると水質汚濁の原因となる。 

                        漏洩物を掃き集めて空容器に回収して廃寮処理する。 

                        汚染区域を5(%)以下に薄めた酸(稀塩酸,稀硫酸,等)で中和 

                        して固形物を除き、大量の水で洗い流す。 

 

7.取扱い及び保管上の注意 

取扱い  

技術的対策:  「8.ばく露防止及び保霞措置』の設備対荒を実施し,保護具を着用 

安全取扱い注意事項 眼に入れない.接触,吸入(ミスト),又は飲み込まない. 

接触回避:    『10.安定性及び反応性』を春照, 

保管         『10.安定性及び反応性』を春照, 

技術的対策:  『10,安定性及び反応性』を参照, 

混触危険物質: 『10,安定性及び反応性』を参照, 

保管条件:    容器を密閉して換気の良い場所で保管する, 

          施錠して保管する. 

容器包装材料:  0(℃)以下では同化する場合がある.鉄,ステンレス,ポリ容器を推奨 

        する。アルミニウム、亜鉛、又は亜鉛メッキの牽制は不適切である。 

 

8.ばく露防止及び保護措置 

管理濃度: データなし。 

許容濃度: 記載なし。ACGIH(2008年)、日本産業衛生学会(2011年)) 

設備対策: 貯蔵又は取扱う作業場には汚染箇所を洗浄できる水洗設備 



(洗い掛又は洗顔器,安全シャワー)を確保する。 

 

9.物理的及び化学的性質 

物理的状態,形状,色など:  無色ないしわずかに着色した粘調性液体である 

臭い:                 データなし。 

Pｈ:               12.5 

比重(密度):           1.3-1.6 

融点・狸同点:         凝固点0(℃)以下. 

沸点,初留点及び沸騰範囲: 端点101(℃)以上. 

蒸気圧,蒸気密度(空気=1): データなし。 

溶解度:          水溶性液体、有機溶媒に不溶。 

引火点、爆発範囲、自然発火温度、分館温度:  不燃性液体。 

 

10.安定性及び反応性 

安定性:              通常の取り扱い条件においては安定である。 

危険有害反応可能性:  データなし. 

避けるべき条件:      酸と反応してゲルを生成したり発熱する。アンモニウム塩と反応し

てアンモニアガスを発生する。亜鉛とアルミ泊と反応して引火性、

爆発性気体(水素)が発生する。重金属、アルカリ土類金属の各塩と

作用して金属けい酸塩の水和物沈殿を生じる。 

混触危険物質:         データなし。 

危険有害な分解生成物;  水素ガス。 

 

11.有害性情報 

急性毒性(LD50) :      経口:データなし。 

皮膚腐食性・刺激性    データなし。 

眼に対する重篤な損傷・刺激性:  皮膚腐食性比較データから区分1と推測する。 

呼吸器感作性又は皮膚感作性,生殖細胞変異原性,発がん性,生殖毒性: データなし 

特定標的臓器・全身毒性(単回・反復ばく露) 、吸引性呼吸器有害性 

 

12.環境影響情報 

水生環境急性有害性:  強アルカリ性のため水性生物に有害な影響を与える可能性がある。 

水生環境慢性有害性:  アルカリ性であることが毒性の要因と考えられるが言環境水中では 

            緩衝作用により毒性影響が緩和されるため、「区分外」とした。 

残留性・分解性,生体蓄積性： データなし。 

土壌中の移動性: 情報なし。 



 

 

13.廃棄上の注意 

残余廃棄物：   廃寮においては、関連法規ならびに地方自治体の基準に従う。必要に 

応じて中和処理する。下水道には廃粟しない。 

pH12.5以上の廃アルカリは、「特別管理廃棄物」として廃棄する。 

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方 

公共団体が処理している場合には委託して処理する。 

廃棄物の処理を依託する場合、処理業者等に危険性、有害性を充分 

告知の上処理を委託する。 

 

中和法:       漏洩物を掃き集めて空容器に回収して廃棄処理する。 

(少量の場合)     汚染区域を5(%)以下に薄めた酸(希塩酸,希硫酸タ等)で中和して固形 

物を除き,大量の水で洗い流す。 

汚染容韓及び包装：   容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規並びに地方自治体の 

基準に従って適切に処分する。 

空容器を廃案する場合は、内容物を完全に除去する。 

 

 

 

14.輸送上の注意        IMO(国際港事機関)の規定に従う。 

国際規制              ICAO国際民間航空機関)LATA(国際航空運送協会)の競走に従う。 

陸上規制情報:     該当しない。 

海上規制情報:     船舶安全法の規定に従う。 

航空規制情報:     航空法の規定に従う。 

国連審号:       3266 

品名:         その他の腐食性物質 

クラス:        8 

容器等級:       Ⅱ 

特別の安全対策:    移送時にイエローカードの保持が必要。 

輸送に際しては直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのない 

ように積み込み、荷崩れの防止を確実する。 

液温が下がりすぎて凝結する場合は温める。 

食品や飼料と一緒に輸送してはならない。 

重量物を上積みしない。 

 



 

15。適用法令 

PRTR法 

労働安全衛生規則第326条: 腐食性液体 

海洋汚染防止法 ばら積み輸送,個品輸送: 該当しない 

化審法(化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律):既存化学物質(1-459) 

水質汚濁防止法: 水素イオン濃度の項目 

産業廃棄物処置法(特別管理廃棄物) : ㏗12.5以上の廃アルカリ 

船舶安全法(危規則第3条危険物告示別表第1): 腐食性物質 

航空法(施行規則第194条危険物告示別表第l) : 腐食性物貨 

 

16.その他の情報 

危険・有害性の評価は必ずしも十分ではないので取扱いには十分注意して下さい。 

記載内容の内、含有畠、物理化学的性質.等の値は、保証値ではありません。 

注意事項等は通常的な取扱を対象としたもので、特殊な取扱の場合はご配慮願います。 

 


